






者の要望によりスーパー前や病院前を増加。ＩＣバスカードが使用で

き、タクシー料金を参考にした委託料（タクシー料金３０分貸切料金

で積算）、市内タクシー会社への影響は、前日に予約内容が決まるの

で、ごくまれにある予約がない日は、空いている時間帯は通常タクシ

ー業務に携わるため、利益への影響は少ない状況。昼間の時間帯は空

いていることがあるため、ここを有効活用できないか現在模索中。

➢既存の公共交通サービスの今後については、一部区間のデマンド化の

検討、運行エリアの重なりの調整など。 

④ ＜主な質疑＞

Ｑ：バスＩＣカードが６５歳以上で。運転免許返納者へプレゼント

とあるがその内容について伺う。

Ａ：３千円分の「くるるカード」を免許返納時に１回プレゼントして

いる。

 Ｑ：バスで使用のＩＣカードだが、乗合タクシーでも使用できるとあ

るが、その清算方法について伺う。

 Ａ：市役所でシステムを導入し、職員が毎月精算している。

⑤ ＜考察＞

➢市民の生活スタイルにおける自動車利用や人口減少と少子化、高齢化

により、公共交通の利用が減少傾向になっているが、市民の足を守る

ことや来訪者の目線でサービスを提供することが、交通まちづくりの

方向性として地域公共交通計画を立てている。また、停留所において

も施設内まで入った所に設置してあり、利便性の向上に努めていると

感じた。乗合タクシーについては、バスの停留所間を運行し、市の財

政負担で市民へのサービスを行っており、本市も参考に検討が必要と

感じた。

◆長野県大町市

【概 要】

（１） 鳥獣害対策について

①＜背景・目的＞

➢ＩＣＴを活用した被害防止計画において、特にサル対策について調査

する。

②＜内容・特色＞

➢追い払い捕獲や生態調査を確りと行っている。（ＧＰＳ発信機・ビー

コン発信機の活用）

➢捕獲体制では、市職員による直営部隊４名（うち、銃及び罠免許所有

者２名）体制で従事。






